
山西省夏県廟前鎮楊村 「忽失　碑」について

村岡 倫

1.「 忽 失　碑 」概要 と録 文

1996年 、山西人 民出版 社 よ り、 山西省考 古研 究所編 『山西碑編 』 が発刊 され た。

漢 代か ら元代 までの 山西省 に現 存す る碑 の拓影 と録 文 が載 せ られお り、元代 の もの

は21点 を数 える。標題 の 「忽 失 　碑 」 もその 中の一一つで あ る。 『山西碑石易』の説 明

に よれ ば、 「忽 失　碑 」 は、後至 元6年(1340)の 立 石 にかか り、標題 の正 式 な名

称 は、 「大元 増朝 列大 夫龍 興路 富州 達魯花 赤 □都尉 追封 朧 西伯忽 失 　公神 道碑 」 だ

とい うが、 「大元増 朝 列大 夫 …」の 「増 」 は明 らか に 「贈 」の誤 りで あ り、 「龍 興

路 富州 達 魯花 赤 口都 尉 」 も、前後 を考 えて も拓 影 を見 て も、 □に は 「騎 」が入 るで

あ ろ うこ とは間違 い ない。

この碑 につい ては、『三晋 石刻 総 目 ・運城 市巻』(1⊥1西占籍 出版社、1998年)に も簡

単 な紹 介が載 せ られ[187頁]、 さ らに、『中国 文物地 図集 ・山西省 分 冊(下)』(中 国

地図出版社、2006年)に も解 説 が あ りL1139頁]、 それ らは正 しく 「贈 」 ・ 「騎 」 と

す る。 しか し、 『三晋 石 刻総 目』 は 、忽失 　 の官職 で あ る 「富州 達魯 花赤騎 都尉 」

の 「富州 」 を 「今 雲南 富州 県 」 と誤 った説 明 を付 し、 『中 国文物 地 図集 』 もそ れ を

踏 襲 して い る。確 か に雲 南行省 広南 西路 管 下 に も富州 はあ るが、碑 には 、龍 興 路 の

富州 であ る こ とが明確 に記 され て い る。 龍興 路 は元代 の 江西行 省 に属 し、富州 は 、

現在 の江 西省豊城 市 に 当た るので、雲 南 の富州 県で はな い。

と もあれ 、上記 の三 つ の書籍 の解説 を総合 す る と、 この碑 は、 山西省 南部 、運城

市 の北東 郊 、夏県廟 前 鎮楊村 にあ る忽失 ダ墓 の前 に 、石 人、石 羊 、石虎 等 を伴 って

現存 し、繁額 部分 は、長 さ35cm、 幅85cm、 幅22cm、 碑 自体 は、長 さ187cm、 幅85cm、

厚 さ22cmで あ る とい う。

録 文 を載 せ るの は 『山西碑"N』 だ けで あ るが、行 分 け を して い ない こと もさる こ

となが ら、誤 記 ・誤読 が 目立っ。そ こで、2004年 度 か ら2006年 度 に かけて採 択 され

た 、科 学研 究費補助 金 ・基盤研 究B「13,14世 紀 東 アジア諸 言語 史料 の総合 的研 究

一 元朝 史料学 の構 築の ため に 」(研 究代表者:奈 良人学教授 ・森 田憲 司)の 研 究集 会

にお いて 、 この碑 を取 り上 げ、『山西碑"N』 の拓 影 を確認 しな が ら録 文 を検討 した。

そ の結果 、『山西 碑"N』 が示す 録 文 をかな り補訂 で きた が 、残 念 な が ら、『山西碑

砺 』 に載 る拓影 と録 文 だけが頼 りで あ り、 したが って 、問題 あ りと しなが らも、暫

定的 に 『山西碑"N』 の ま まに して お いた文 字 もい くつ か あった。 次 頁 に、集 会 で の

検討 結果 を踏 まえ、補訂 を加 えた録 文 を載 せ てお く。

なお 、拓影 か ら、 この碑 は三 つ に割れ てい るの がわか るので 、録 文 に は、それ を

示 すた め にライ ンを引 いた。録 文 の後 に、「忽失 　碑 」か ら今 の時 点で知 り得 る情報

を簡 単 に記 してお くが、詳 しくは 、訓読 ・訳注 も含 め、稿 を改 め る こ とに した い。
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2.「 忽失 　碑」 内容の 略述

【5行 目】

忽 失ダ の名 は 「フ ウシテ イ」 であ り、 フ ウシ ン部族 の男 であ る こ とを表 す。 しか

し、彼 は スニ ト(雪 尼台)部 族 出身 であ る と記 され てお り、一 見矛盾 す る よ うだが、

8行 目に見 え る彼 の母 「撒 児傑 」が フ ウシン部 族 の女性 で あれ ば 、 「フ ウシテ イ」 と

い う名で呼 ばれ る可 能性 は あろ う。

忽失 ダの 「先は朶 忽朗(ド クラン)」 とい うが、 これ は 、忽失 　 の父 であ る。代 々

居住 した とい う 「龍池 河」 につい て、研 究集 会 で、松 田孝一 氏が 、漢 籍 に 「龍 居河 」

とい う字 句 で散 見す る 「ケル レン河 」 に比 定で き るので は ないか と指摘 した。傾 聴

す べ き見解 で あ り、 これ が正 しい とすれ ば 、 スニ ト部族 の遊牧 地 の一 つ と して 、 ケ

ル レン河 流域 を想 定 で きる貴重 な 史料 となる。

【6行 目～7行 目】

6行 目に 、 朶 忽 朗 が 、 チ ン ギ ス ・カ ン の庶 子 コル ゲ ン大 王 位 下(コ ル ゲ ン・ウル ス)

に配 属 され 、 「百 夫 長 」 つ ま り 「百 戸 長 」 と な っ た こ とが 記 され 、7行 目 に は 、 太 祖

皇 帝 チ ン ギ ス ・カ ン の 金 国 遠 征 に 従 っ た こ とが 記 され て い るが 、 コル ゲ ン ・ウル ス

の 創 設 は 、1227年 に 死 去 した チ ン ギ ス ・カ ン の 最 晩 年 の ころ で あ り[杉X1111=明rモ

ン ゴル帝 国 の原 像一 チ ン ギ ス ・カ ン王 国 の 出現 一 」 『モ ン ゴル 帝 国 と大 元 ウル ス』 京 都

大学 学 術 出版 会 、2004年(旅 載 は 『東 洋 史研 究 』37-1、1978年)、38[7]、 チ ン ギ ス ・

カ ン の金 国 遠 征 は 、1211年 ～1215年 の こ とで あ る の で 、6行 目 と7行 目は 話 が 前 後

して い る。

【8そテ目～12そ 矛目】

そ の 後 、 朶 忽 朗 は 、 タ ガ チ ャル(塔 察 児)に 従 い 、金 国 に遠 征 し、1234年 の 金 国

滅 亡 後 、 夏 県 に 居 を構 え た と い う。 タ ガ チ ャル の 軍 団 と は 、 第2代 オ ゴデ イ ・カ ア

ン の 治 世 、1230年 よ り山 西 か ら侵 入 し、 金 国 職 滅 に 功 績 が あ り、 後 の 「河 南 准 北 蒙

古 軍 都 万 戸 府 」 の 起 源 とな っ た 軍 団 の 一つ で あ る[松 田孝 ・r河 南准 北 蒙 占軍都 万 戸

府 考 」 『東洋 学 報 』68--3・4、1987年 、39頁 、堤IIC-7「 元代 華 北 の モ ン ゴル 軍 団 長 の家 系 」

『史林 』75-3、1992年 、54-57頁 」 。

彼 の 軍 団 は 、モ ン ゴル の 全 千 戸 集 団 か ら、10名 に つ き 、1名 ～2名 の割 合 で 徴 集 さ

れ た探 馬 赤 軍 で あ っ た[松 田前 掲 論 文43頁 ・60-61頁]。 朶 忽 朗 が 率 い た 軍 団 も 、 コ

ル ゲ ン ・ウル ス か ら選 抜 され 、タ ガチ ャル 軍 に組 み 入 れ られ た と考 え られ る。 コル ゲ

ン ・ウル ス は 四 千 戸 の ウル ス で あ っ た。10名 に つ き1名 ～2名 で あれ ば 、400～800

戸 が 、 コル ゲ ン ・ウル ス か ら徴 集 され 、 タ ガチ ャ ル 軍 に編 入 され た こ と に な る。6行

目、 朶 忽 朗 が 「百 夫 長 」 で あ っ た の は 、 そ の よ うな 背 景 を踏 ま え た 上 で の こ と で あ

った か も しれ な い。

実 は 、 タ ガ チ ャ ル は フ ウ シ ン族 で あ る。 先 に 、 忽 失 　 が 「フ ウ シ テ イ 」 とい う名
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で ある こ とか ら、そ の母 「撒 児傑 」が 、 フ ウ シン族 で ある可能性 を指摘 したが 、 こ

の女性 が タガチ ャル と何 らか の血縁 関係 が あ った こ とも想 定 で き るので はない か。

タガチ ャル 軍は 、1234年 の金 国滅 亡後、 聞喜 県東鎮 に根拠 地 を置 いた[松 田前掲 論

文45-48頁 、堤Fll∫掲 論文56-57頁 〕が 、朶忽朗 が居住 した夏県 は、 聞喜 県の南、直線

距離 でわず か約25klnの 地 点で あ る、、両 者の関係 が密 であ った こ とが わか る。朶 忽朗

が 、 フ ウシン族 の撒 児傑 を聖 ったの は、 その よ うな タガチ ャル との 関係 が背景 に あ

った と推測 で き る。

忽 失　 がいっ 生 まれ たの かは碑 に記 され てい ない,,し か し、9行 目に 、1262年 に

山東で起 こった 「李壇 の乱 」鎮圧 に活 躍 した こ とが記 され てお り、 そ の後の戦 役 で

殺 害 され た こ とが12行 目に記 され て い る。 享年33歳 で あった とい う。 忽失 ダ の死

が、!262年 の 「李壇 の乱 」か ら、どれ ぐ らい時 を経 た 後の ことなのか わか らないが 、

33歳 で死 去 した彼 が生 まれ た のは 、父の 朶忽朗 が タガチ ャル軍 に編入 し、金 国遠征

が開始 された1230年 以 降で あ る ことは確か であ る、,あるいは、金 国滅 亡後 、タガチ

ャルが 聞喜県 に、朶 忽朗 が 夏県に居 住す る よ うにな ってか らの こ とであ ったか。

さて、朶忽 朗 が撒 児傑 を聖 り、忽 失 ダが 生 まれ た のが 、 タ ガチ ャル 軍団 の金 国侵

入後 、あ るい は金国滅 亡後で 、それ ぞれ 聞 喜県 ・夏県 に居住す る こ とに なって か ら

だ とす る と、 タガチ ャルの探馬 赤 軍団 は 、女性 を引 き連 れ ていた 、つ ま り家 族 ぐる

みで遠 征 を した とい うことな る、,改めて 、探馬 赤 軍団編 成 の諸 相 を考 える必要 が 出

て こよ う。 いず れ に して も、探 馬 赤 軍団第 …辻比代 であ る忽失 　 は、 金国遠 征 中の漢

地で 生 まれ 、そ して育 った ので ある、,

朶忽 朗 の死 に関 して も、それ が いつ の ことであ った のか 、 あるい は、 その状 況 も

含めて碑 に は記 され て いな い、、忽 失 ダは 、 父の死後 、 軍団 を引 き継 いで い る、、朶忽

朗 と撒 児傑 の間 には 、8行 目に ある よ うに 、長男忽 失 ダの他 に、次 男不 只児(ブ ジル)

が あった。 しか し、 前述 の通 り、朶忽朗 は 、1211年 か らのチ ンギ ス ・カ ンの金国遠

征 に従 ってお り、 この時点 です で に成 人 して い た こ とが わか るの で、撒 児傑 を嬰 る

以前 に も、別の妻 と子が いた こ と も考 え られ るC、

【12行 目以 降 】

忽 失 ダの妻 は 「綿 綿」 と言 い、「丁児察 人氏」 であ った とい うが 、 これ が どの部 族

に比定 で きるか 、今 の ところ成 案 はな い,、 二人には 高閻 とい う男子 、春将 とい う女

子 が 一人ず っ あ った、,高閻 は諸官職 を歴任 し、後至 元6年(1340)に 、 父の ため に

碑 を立 てた とい うこ とで あ る。 標題 に もある 「龍 興路 富州 達 魯花 赤 ・朧西 郡伯 」 は

忽 失 ダの死 後贈 られ 、 あるい は追封 され た称 号 で あった、,妻の綿綿 も、 同 じく 「朧

西郡 君」が追封 され て い る,,朶 忽朗 、忽 失 　 (弟 不只児)、 高聞 の三 代 は、管 見に よ

る限 り他 に 史料 が 見いだせ な い,、今後の 重要 な課題 と してお ぐ,
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3.「 忽 失ii7碑 」探 訪

上 記森 田科研 終 了後 、今 度 は2008年 度 よ り3年 間 、私 を代表 とす る科 学研 究費補

助 金 ・基盤研 究Br中 国社会 へのモ ンゴル 帝 国に よ る重層 的支配 の研 究 元朝 史料学

の新展 開 をめ ざ して一 」 が採択 され た。 その海 外調査 の一 環 と して、2009年 夏、科

研 の研 究分担者 で あ る渡邊 久氏 と、洛 陽周辺 と山西省南 部 の石刻 の調査 を計 画 した。

その際 、夏 県廟前 鎮楊 村 も調査 コー スに組 み入れ 、 「忽 失 　碑 」 を実 見 し、 かつ て

研 究集会 で判 読 で きなか った 文字 を確 か め よ うと考 えた の であ った。 その顛 末 を最

後 に記 してお くこ とに したい。

2009年8.月22日 に北 京か ら洛陽 に入 り、洛 陽で いつ もお世話 に な る通 訳兼 ガイ ド

の醇 禎 さん と合 流 した。 チ ャー ター した クル マ に乗 り込 み 、酵 さん の案内 で、22日

は洛 陽周辺 の 史跡 を巡 り、その 日は洛 陽 に宿 泊 した。翌23日 早朝 か ら山西 省へ 向 け

て移 動 した が、途 中 、新安 の漢 函谷 関 、霊宝 の古 函谷 関 を参観 した。 特 に古 函 谷関

の碑 廊 には元 代 の碑 文 も所蔵 され てお り、調 査 に時 間 を費 や した た め、 山西 省 に入

り、夏県廟 前鎮楊 村 に到 着 した のは、す で に午後3時 を回 って いた。

楊村 に到 着後 も、忽 失 ダ墓 を知 る人が なか なか 見つ か らず、 ず いぶ ん手間 取 った

が 、酵 さんが 、 よ うや くそ の場所 を知 ってい る古 老 を探 し出 して くれ た。 古 老 に も

クル マに乗 って もらい、そ の案 内で村 はずれ に 向か った。畑 の手前 で クル マ を降 り、

さ らに畑 の畦 道 を奥へ と歩 いた。遠 くに、高 さ5,6mほ どの木 が5本 生 えてい るの

が 見えた。 畑 の 中にそ の よ うな箇 所 が他 にな いの で、ず いぶ ん 目立 っ ていた。 木 の

回 りには比較 的背 丈の あ る草 が生 い茂 って い る。 あの場所 が墳 墓 だ とい う。

た だ し、驚 いた ことに、古 老 は この墳墓 を 「ク ビライの墓 」 だ と言 ってい た。 そ

して、そ の碑 文 を、 「ク ビライ の碑」 だ と言 うの で ある。 ど うや ら、 これ が村 人た

ちの共 通 した認識 であ る よ うだ。 もち ろん、全 く誤 った認 識 で あ るが、お そ ら く、

遺 され て い る碑 文が モ ン ゴル=元 朝 時代 の もので 、誰 かモ ン ゴル 人 の碑 で ある とい

うこ とが事実 と してわか ってお り、「忽失 　」 とい う名 と、 ク ビライ の漢字音 写 「忽

必烈」が混 同 され た ので あろ う。 当然 、 「忽 必烈 」の方 がは るか に有 名人 で ある とい

うこ とも、村 人 に誤 った認識 を持 たれ る要 因 ともな った と思 われ る、,逆に、私 は、「忽

必 烈墓」 と誤 られ る とい うこ とは、 間違 いな く 「忽 失　墓 」で あ る と確 信 した。

しか し、徐 々に墳墓 に近づ い てはい る ものの 、187cmあ るはず の碑 石 は見 えな い し、

『中国 文物地 図集 』や 『山西碑 石易』 が言 うよ うな、石 人 、石 羊 、石虎 も見え ない。

碑 文の こ とを古老 に尋 ね る と、 自分 の子 供 の頃 は、 その碑 文 は悠然 と立 ってお り、

威 容 を誇 ってい たが 、いつ の 間に か、三 つ に割れ 、横 た わ る よ うに なって い た とい

う。私 は 、『山西碑 賜』 に載 る 「忽失 　碑」 の拓影 か ら、三つ に割れ てい る様子 が わ

か るこ とを思 い 出 した。 それ はす でに述 べ た通 りで あ る。 もち ろん 、調 査 に はその

コ ピー も持参 してい たのだ が、割 れ て い る こ とを全 く失念 し、立 って い る よ うに思

い込 ん でいた 自分 に恥 じ入った。

古 老 に よれ ば、 三つ に割れ た の はか な り昔 の ことであ る らしく、そ の原 因 も今 と

なって はわ か らない よ うで あ る。 と もあれ 、横 たわ って い るのな ら、遠 くか らは 当
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然 見 えない はず だ し、 石人 、石 羊、 石虎 も、 草木 に隠れ て いて 、 こ こか らは 見 えな

い のだ ろ うと納 得 しなが ら、 さ らに畦道 を進 ん でい った。

や が て墳墓 に到 着 した。 草木 は ゆ るや か に盛 り■ヒが るマ ウン ドに集 中 して 生 えて

い るこ とが わか る。 だが 、や は り、横た わ って い るはず の碑 も、石 人 、石羊 、石虎

も見 当た らない。古 老 に、その所 在 を知 らないか尋 ね てみ た。す る と、石人 、石 羊、

石虎 に関 して は、次 の よ うな話 を聞 かせ て くれ た、,実は3年 ほ ど前 、突然 二人 の男

が大 きな トラ ックでや って きて、 それ らを持 ち去 ろ うと したが、 二人 だ けでは で き

ず 、翌 日、今 度 は もっ と大勢 の人数 でや って 来て持 ち去 った のだ とい う(た だ し、占

老は 「石虎」については、 「石び)犬」 と認識 していた)。

今 回の科研 の分担 者 であ る舩 田善之 氏 は、 石刻 は、刻 され た 内容 を永 く遺す とい

う使 命 を帯 び た 史料 で あ るが 、そ の反 面 、刻石 ・立 石 の時点 か ら、損壊 ・遺失 と常

に 向かい 合 う宿 命 を待 つ と述 べ る、、そ して 、 自然的 な要 因 よ りもむ しろ人 為的 な要

因 、す なわ ち建 造物 の資材 に転 用 され た り、戦 乱 で破 壊 され た り、そ ち らの事 例 の

方 が多 いだ ろ うと指 摘 して い る[船 ロ唐 之 「山 刺 曜{・ 諸城 の元代石刻の現状一 石刻

現地調査の展望 と課題一」几州 大学 コ ・-ll}1紀cOEプ ログラム(人 文科学)『 東アジア と

日本一 交流 と変容』第4号 、2007年 、17ピf1,,

舩 田氏 の ほか に も、数 多 くの 史跡 ・石刻の調 査 に携 わ って きた研 究者 の 中 には、

近年 、本稿 で も取 り ヒげ た 『三 晋石刻総 目』や 『中 国文物 地 図集』 な どが シ リー ズ

で発刊 され 、研 究者 の現地調 査 が これ まで と比べ て格段 に便利 にな った が、同時 に、

心 ない者 た ちに、「お宝 」のあ りか を知 らせ るこ とに もな った、 と嘆 い てい る方 々が

い る。 特 に、 この忽 失　墓 の よ うに、何 の 保全 もで きて い ない 史跡 はか っ こ うの タ

ー ゲ ッ トに なって しま うので あろ う。

「忽 失 ダ碑 」 も、 石人 、 石羊、 石虎 と同様 に持 ち去 られ た の か。 かつ て研 究集 会

で取 り上 げて以 来、長 い 間、 実 見す る こ とを期 し、や っ と ここ まで た ど り着 いたの

に、その望 み もかな わなか ったか 、と落胆 しつ つ も、マ ウン ドの周 りを歩 いてみ た。

しば らく歩 き回 って あ き らめか けた ところ、ふ と草 む らの 中に 大 きな石 の塊 が 見え

た。 草 を払 ってみ る と、何 と明 らかに碑 文の 台座 であ った。

さらに、少 し離れ た所 に 、 これ も草む らに隠れ る よ うに 、1m四 方 ほ どの 平板 な石

が横 たわ って いた。 草 を払 って よ く見 る と、 かす か に字 が 見 え る。す でに 、 ここに

た ど り着 くまで にかな りの時 間 を要 した た め、 日も沈み か けて お り、 肉眼で は ほ と

ん ど見 えない。

だが 、 手元 に あった 『山西碑石局』 の 「忽 失 　碑 」拓影 の コ ピー を 見る と、何 と、

三つ に割れ た うちの真 ん 中の部 分が 、 足 元に横 た わ る石の形 そ の ま まであ った。 古

老 の言 うよ うに、 「忽 失 ダ碑 」 は一三つ に割 れ て横 たわ っ ていた の で あ るc)私 は驚 喜

し、割 れ た他 の二 つの部 分 が周 辺 にな いか 、 さ らに渡邊 氏 とず いぶ ん探 し回 った。

しか し、 見つか らな い。

古 老 も、前述 の男達 がや って 来た 後 、碑 文 が ど うなった の か、全 くわか らな い ら

しい。 他 の二 つ が ど うな った のか,、や は り男達 が持 ち去 った のか。 だ が、持 ち去 さ
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った ので あれ ば 、なぜ 、台座 と真 ん 中の部 分 だ けが残 され た のか。いや 、あ るいは、

もう少 し広 い範 囲で、畑 の 中まで探せ ばあっ たのか も しれ な い、と今 更 なが ら思 う。

取 りあ えず 、残 され た碑 文の 断片 をデ ジタル カ メ ラで撮 ってお いた。

ホテル に入 り、撮 っ た写真 を ノー トパ ソコンに取 り込 んで見 てみ る と、幸 い に も、

肉眼 で見 えな かっ た文字 が ほぼ見 えていて 、それ らの文字 か ら、や は り間違 い な く

「忽失 　碑」の真ん 中の部分(録 文参照)で あ るこ とが確認 され た。帰 国後 、改 めて、

写 真 に見 え る文字 と、研 究集 会 で 『山西碑 石剛 の録 文 を検 討 して訂 正 した 文字 とを

見比べ てみた が、 ほぼ訂正 した通 りであ った。

現 在 、 中国各地 で は、石 刻 の収 集 ・保 存が各 地 の博物 館等 に よって進 め られ 、 一

定 の成 果 が上 が って い る と聞 く。 例 えば、本稿 に続 く渡邊 氏の報 告 に あ るよ うに、

我 々は、前 述 の森 田科研 に よ り、2005年 、 山西省 臨扮 市の東 郊 、浮 山県 ・東 張郷 ・

貫里村 にあ る天聖 宮所蔵 の石 刻 の調査 に赴 い た こ とが あ った。 この 時 には、 多 くの

石刻 が、 天聖 宮遺蛙 内 の草 む らや 祠 の基壇 上 に横 倒 しにな って いた り、近 くの民家

に無造 作 に置 かれ てい た り、保存 の状 況 は決 して 良 くなか った。 しか し、今 回の科

研 で 、「忽 失　碑 」調査 の翌 日、4年 ぶ りに天聖 宮 を訪れ てみ る と、それ らの石 刻 は、

天聖宮 近 くの貫 里村 老年 小学 セ ン ター とい う施設 内に碑廊 がつ く られ 、そ こに きれ

い に並べ られ てい た。 大 きな進 歩 であ る。

しか し、 この よ うに保全 され て い る石 刻 は ほんの一 部 に過 ぎず 、 「忽 失 　碑 」 の

よ うに、保護 す るた めの何 の措 置 も講 じ られ て いな い貴重 な石刻 は数 多い とい う。

舩 田氏 も、摩 耗 ・損壊 も 日を追 って進行 してい くこ とを懸 念 し、近 年 の刊行 物 で報

告 され てい る石刻 を実見 ・検 分 す る調査 とIi行 して 、そ の確 認 作業 を進 め るこ と、

史料 整理 と現地研 究者 との情 報 交換 を進 めて行 くこ とを喚起 してい る[舩 田前掲 論文、

17-18頁]が 、 ま さ しくそ の通 りで あろ う。 「忽失 　碑 」 の現状 を 目の 当た りに し、

私 自身 もその必 要性 を痛切 に感 じた。

(む らおか ひ と し 龍 谷大 学)
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